
・Vladimir Airapetian

NASA (アメリカ)

10月 2日–3日 (京都)

セミナー”Window of Opportunity for Life on Earth: Mission to Young Earth 2.0”

・川手 朋子
Queen’s University Belfast(イギリス)

10月 5日–7日 (京都)

10月 10日–17日 (飛騨)

セミナー”Plasma and particle diagnostics in solar flares with EUV spectroscopy”

・Mark Cheung

Lockheed Martin太陽研究所 (アメリカ)

10月 28日–29日 (京都)

セミナー”Probing the Thermal Structure of the Solar Corona using SDO/AIA”

・Bruce Tsurutani

NASA/Jet Propulsion Laboratory(JPL)(アメリカ)

11月 17日 (京都) インフォーマルセミナー開催
・Sacha Brun

(フランス)

11月 18日 (京都)

セミナー”Linking stellar dynamo action to flux emergence and flares”

8.3 海外渡航

・上野 悟、萩野正興、木村剛一、北井礼三郎:

1月 18日–31日 Fuxian Solar Observatory (中国、雲南省)

当天文台が開発した光学フィルタを持参し、口径 1m太陽望遠鏡に搭載して
観測を実施

・高橋 卓也: 2月 5日–28日 モンタナ (アメリカ)

モンタナ州立大学太陽物理グループのDavid McKenzie氏と共同研究
・柴田 一成: 4月 12日–17日 (アメリカ)

Space Weather Workshopに参加
・高棹 真介: 5月 17日–23日 ライデン (オランダ)

The workshop Integrated Plasma Modelling of Solar Flaresに参加
・柴田 一成: 5月 17日–24日 ライデン (オランダ)

The workshop Integrated Plasma Modelling of Solar Flaresに参加
・鄭祥子: 5月 18日–22日 ボルダー (アメリカ)

「IRIS-4 Workshop」に参加・ポスター発表
・一本 潔: 5月 24日–30日 グラナダ (スペイン)

研究会「Polarization in the sun」に参加
・高棹 真介: 6月 14日–21日 ボールダー (アメリカ)

Flux Emergence Workshop (FEW2015)に参加
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・浅井 歩: 6月 22日–27日 プラハ (チェコ)

The 26th General Assembly of the International Union of Geodesy and

Geophysics (IUGG)に参加
・竹重 聡史: 7月 3日–10日 プラハ (チェコ)

The 12th International School/Symposium for Space Scienceに参加
(旅費・滞在費: 宇宙ユニット海外派遣)

・浅井 歩: 8月 5日–14日 ハワイ (アメリカ)

IAUシンポジウム S320「Solar and Stellar Flares and Their Effects on Planets」
に参加

・柴田 一成: 8月 9日–15日 ホノルル (アメリカ)

IAUシンポジウム S320「Solar and Stellar Flares and Their Effects on Planets」
に参加

・野津湧太: 8月 9日–16日 ホノルル (アメリカ)

IAUシンポジウム S320「Solar and Stellar Flares and Their Effects on Planets」
に参加
(旅費・滞在費: 宇宙ユニット海外派遣)

・一本 潔: 9月 11日–19日 ベルファスト クイーンズ大学 (イギリス)

Hinode-9国際会議と Solar-C科学会議に参加
・阿南 徹: 9月 12日–9月 19日 ベルファスト クイーンズ大学 (イギリス)

Hinode-9国際会議に参加
・高棹 真介: 9月 13日–20日 ベルファスト (イギリス)

Hinode-9国際会議に参加
・阿南 徹: 9月 20日–9月 27日 ケンブリッジ (イギリス)

ケンブリッジ大学にて共同研究Dr. A.Hillierと共同研究
・一本 潔: 9月 27日–30日 ゲッチンゲン (ドイツ)

マックスプランク太陽系研究所にて開催の Solar-Cおよび Sunrise会議に参加
・上野 悟、仲谷 善一: 10月 25日–11月 1日

King Saud University (サウジアラビア、リヤド)

CHAINプロジェクトの一環として当大学に設置されたフレア監視望遠鏡の
光学調整とデータ解析講習、定常観測の開始

・野津湧太: 11月 1日–7日 サンタバーバラ (アメリカ)

K2 (Kepler’s Second Mission) Science Conferenceへ参加・発表
(旅費・滞在費：早川基金第 91回受給)

・一本 潔: 11月 2日–6日 ソウル大学 (韓国)

3rd Asia-Pacific Solar Physics Meetingに参加
・柴田 一成: 11月 2日–4日 ソウル大学 (韓国)

3rd Asia-Pacific Solar Physics Meetingに参加
・柴田 一成: 11月 23日–29日 (ベルギー)

Space Weather Workshopに参加

39

・Vladimir Airapetian

NASA (アメリカ)

10月 2日–3日 (京都)

セミナー”Window of Opportunity for Life on Earth: Mission to Young Earth 2.0”

・川手 朋子
Queen’s University Belfast(イギリス)

10月 5日–7日 (京都)

10月 10日–17日 (飛騨)

セミナー”Plasma and particle diagnostics in solar flares with EUV spectroscopy”

・Mark Cheung

Lockheed Martin太陽研究所 (アメリカ)

10月 28日–29日 (京都)

セミナー”Probing the Thermal Structure of the Solar Corona using SDO/AIA”

・Bruce Tsurutani

NASA/Jet Propulsion Laboratory(JPL)(アメリカ)

11月 17日 (京都) インフォーマルセミナー開催
・Sacha Brun

(フランス)

11月 18日 (京都)

セミナー”Linking stellar dynamo action to flux emergence and flares”

8.3 海外渡航

・上野 悟、萩野正興、木村剛一、北井礼三郎:

1月 18日–31日 Fuxian Solar Observatory (中国、雲南省)

当天文台が開発した光学フィルタを持参し、口径 1m太陽望遠鏡に搭載して
観測を実施

・高橋 卓也: 2月 5日–28日 モンタナ (アメリカ)

モンタナ州立大学太陽物理グループのDavid McKenzie氏と共同研究
・柴田 一成: 4月 12日–17日 (アメリカ)

Space Weather Workshopに参加
・高棹 真介: 5月 17日–23日 ライデン (オランダ)

The workshop Integrated Plasma Modelling of Solar Flaresに参加
・柴田 一成: 5月 17日–24日 ライデン (オランダ)

The workshop Integrated Plasma Modelling of Solar Flaresに参加
・鄭祥子: 5月 18日–22日 ボルダー (アメリカ)

「IRIS-4 Workshop」に参加・ポスター発表
・一本 潔: 5月 24日–30日 グラナダ (スペイン)

研究会「Polarization in the sun」に参加
・高棹 真介: 6月 14日–21日 ボールダー (アメリカ)

Flux Emergence Workshop (FEW2015)に参加

38 39


